
■ AKAGANE RESORT KYOTO HIGASHIYAMA 1925

大正の邸宅で、日本茶・創作和菓子・おもてなしを体感するカフェ

「SALON de KANBAYASHI-上林春松本店-」オープン

大正期築の銅加工メーカーオーナー旧邸宅をリノベーションしたフレンチレストラン・婚礼会場の
「アカガネリゾート 京都東山1925」（所在地：京都市東山区 運営：バリューマネジメント株式会社
代表：他力野 淳）は、敷地内の蔵で新たにカフェ「SALON de KANBAYASHI-上林春松本店-」を4月1日
（水）にオープンします。宇治の老舗茶舗「上林春松本店」（所在地：京都府宇治市 代表：上林秀
敏）と、日本茶の啓蒙を目指し、連携。来店者が急須で淹れるスタイルで、和菓子作家ユニット「日
菓」の和菓子も提供します。

■本件に関するメディアの皆様からのお問合せと内覧会申し込み先（取材申込書添付）
バリューマネジメント株式会社 TEL: 06-6371-6161

担当：福山 E-mail: press@vmc.co.jp

住所 〒530-0011大阪府大阪市北区大深町4-20グランフロント大阪タワーA17F

ホームページ・・・http://www.vmc.co.jp/

※メディア掲載情報やプレスリリースは、下記ページに随時アップしております。
http://vmg.co.jp/info/

■AKAGANE RESORT KYOTO HIGASHIYAMA 1925   ホームページ・・・http://www.arkh.jp/

京都・東山の「伝統的建造物群保存地区」内にある当施設は、老舗銅会社の創業者の邸宅として大
正14年に建築されました。2013年3月に、バリューマネジメントが「価値あるものを後世に残す」の
理念のもと、フレンチレストラン・婚礼会場として再生させ、多くの人に利用される空間に。この
700坪の敷地内にある蔵に「SALON de KANBAYASHI-上林春松本店- 」は新たに誕生します。
総務省の家計調査によると、2013年の一世帯当たりの緑茶への支出金額は4288円。20年前の6割と

され、リーフ茶市場の縮小が進んでいます。この現状を受け、日本茶文化の啓蒙を掲げ、宇治の老舗
茶舗「上林春松本店」とコラボレーション。未来に残すべき “日本茶文化”に“歴史的建造物”、そ
して、お茶の知識も伝える“おもてなし”を掛け合わせ、他では得られない体感を提供するカフェの
オープンに至りました。
■日本茶セミナーや和菓子づくりなど、イベントも定期開催

「SALON de KANBAYASHI-上林春松本店-」は、煎茶・玉露を中心とした日本茶を、お客様に急須で淹
れていただくスタイルです。お茶を活かした創作料理のほか、今注目の和菓子制作ユニット「日菓」
の創作和菓子を、京都の若手作家による器でだすなど、視覚的にも楽しんでいただくことで人々の記
憶に残る店を目指します。なお、日本茶セミナーや和菓子づくりなど、イベントも定期開催予定。外
国人観光客も多い京都・東山で日本文化の新たな発信拠点として展開いたします。
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SALON de KANBAYASHI Έ上林春松本店-（サロン ド カンバヤシ)

■住所：京都市東山区下河原通高台寺塔之前上る金園町400番1

■ TEL:075-551-3633 ■営業時間：11:30～17:00 ■定休日：火曜日
■ HP：http://www.arkh.jp/

店舗情報

■ 参 考 資 料

文化に
触れる

日本茶の
美味しさ
を体感

日本茶の
関連情報
を知る

受け継がれてきた日本茶の文化を未来へ。

-当カフェで提供する3つのこと-

■コンセプトは「日本茶を気軽に愉しむ」

上林春松本店とのコラボレーションの目的は「お茶の
啓蒙」。日本茶は今や若い人にとってはペットボトル
が主流です。日本茶は日本の文化ですから、紅茶で
いろいろな味を愉しむのと同様に、日本茶を愉しんで
もらい、その魅力を知ってもらいたい。そんな想いを
実現するためには「日本茶を専門にしたカフェ」では

なく、空間や食を愉しむ中に、日本茶がラインナップされていることで気軽に日本茶に触れていく
ことが大切だと考えています。顧客のカフェ利用の目的は様々です。日本茶が好きな人の為だ
けにあるのではなく、色々な用途で来て頂き、本物の日本茶に触れる。そうすることで日本茶を
啓蒙していくことができる、そんな空間を目指して、「Salon de KANBAYASHI(上林春松本店)」を
つくりました。



上林春松本店は永禄年間（１５６０年）創業、４５０年歴史を持つ老舗茶舗です。

十三世紀の初頭に栂尾高山寺の僧・明恵上人によって、宇治に茶園を開いたことが宇治茶の始まり
と言われています。室町時代、時の将軍足利義満は、「宇治七茗園」と呼ばれる茶園を宇治に作り、
その庇護のもと、宇治茶は発展しました。

十四世紀後半頃、上林家は、有力茶師「御茶師」として栄え、茶の湯の文化が大成した戦国時代移
行も豊臣家や徳川家などからも重用されました。
江戸時代には御茶師の中の最高位である「御物茶師(ごもつちゃし)」を与えられ、宇治代官、茶頭

取として宇治茶の総支配を任じられるに至りました。

幕府が消滅した明治維新以降、廃業する茶師が多かったなかで、上林春松家は、それまで将軍や大
名など一部の層のみが楽しみとしていた「抹茶」による茶の湯文化にとらわれることなく、当時新た
に開発が進んでいた「玉露」を扱い、将軍家や大名に代わる新しいお茶の愛飲者を得て、存続するに
至ったのです。

現在、上林春松本店は宇治御茶師の末裔として、十四代上林春松のもと、これまで培われてきた経
験と伝統の精神を今に受け継ぎ、革新的な手法を取り入れ、宇治茶、そして日本の茶の文化発展に寄
与しています。

近年ではペットボトル飲料の開発協力や、スイーツなどの様々な分野とコラボレーションしており
、日本茶の啓蒙に力をいれています。

上林春松本店

大学卒業後、和菓子店に勤務していた杉山と和菓子職人を目指し
て京都に移住してきた内田が出会い、2006年に日菓を結成。和菓

子を作品として制作し発表する活動を開始。「ようかんふたひねり
展」（2007年／トレードマークキョウト）という羊羹の意匠を中
心にした“作品を食べる”ことのできる展覧会を開催。
その後、「まんじゅうにごじゅう展」（2007年／トレードマー

クキョウト）、「食べて無くなる干菓子の行方展」（2008年／ギ

ャラリー・モーネンスコンピス）、「食べたのち無くなる展」（
2011年／ギャラリー・モーネンスコンピス）など。

日菓 工房

その他、落語家や器作家とのコラボレーションな
ど、ジャンルを問わず和菓子の可能性を探る。2009

年、小冊子『食べて無くなる和菓子』を発行。2012

年12月には京都市北区に工房を構え、月に一度だけ

工房がお店になる「月一日菓店」を開店。本格的に
受注販売も始める。2013年、初の作品集『日菓のし
ごと京の和菓子帖』（青幻舎刊）発売。

■ 参 考 資 料



■ 参 考 資 料

AKAGANE RESORT KYOTO HIGASHIYAMA 1925 

■アクセス
・住所：京都市東山区下河原通高台寺塔之前上る金園町400番1
・交通：京阪電鉄祇園四条駅より徒歩約12分 / 阪急電鉄京都線河原町駅より徒歩約15分

JR京都駅よりタクシーで約13分
・事業内容：ウエディング、レストラン、カフェ（イートイン･テイクアウト）
・ホームページ：http://www.arkh.jp/

京都の観光名所で伝統建築物郡保存区域でもある東山に位置するこの施設は、７００坪の敷地に母屋、
望楼棟と蔵を有しています。元は銅加工会社オーナーの邸宅で、大正１４年に建築さました。その為、屋
根や雨どいなどさまざまな場所に銅が使用されており、その為、２０１３年の３月オープン時のリノベーショ
ンでは「銅」をベースにデザインしました。
利用スペースは京フレンチを楽しめるレストラン、１１席限定でシェフが対面で接客し料理を提供するシェ
フズ・カウンター、蔵を改装したカフェがあり、週末は婚礼でにぎわっています。
京都は常に最新の文化が生まれ、その度に新旧が融合されてきた場所。そんな場所に相応しい、輝き
続けるリゾート空間を演出しています。



■ 参 考 資 料

ᵣ̝ ╛̝

人生において大切な節目であり、家族の絆を見つめ直す結婚式の企画、運営、婚礼式場の会場を運営してい
ます。日本の良き文化としての結婚式を次世代に継承するため、一般的なサービス業の観点からは不合理とも
言える古き慣習が残る婚礼サービスの変革に取り組み、結婚披露宴実施率の向上を目指すものです。
また宿泊施設では、未来に残していくべき歴史的建築物を婚礼会場として再生させることで、地域資源である
文化財の修復及び存続、そして結果的に地域の活性化にも繋げたいと考えています。
店舗開発のコンサルティング、人材開発コンサルティングなどを手がけ、「マネジメント」「オペレーション」に特化
し、モノやサービスの本来持つ価値を最大化させるプロフェッショナルオペレーター集団として、「顧客満足度」「
従業員満足度」「パートナー満足度」を念頭に、社会や組織、関わるすべての人々に対し、幸福をもたらすことを
企業理念としています。

社 名 バリューマネジメント株式会社

住 所 大阪市北区大深町4-20 グランフロント大阪タワーA 17F

資 本 金 3,000万円

代 表 者 他力野淳

社 員 数 ４5０名(正社員240名)

設 立 2005年2月

事業内容 婚礼事業のコンサルティング及び企画、運営、請負・婚礼会場の経営・店舗開発に
関する調査、企画、設計及び監理・戦略コンサルティング・人材育成及び職業能力
開発のための教育事業並びに社員教育の受託

運営会場 ・東山を一望する140年の歴史ある元老舗料亭「鮒鶴京都鴨川リゾート」
・東山の森に佇む京の老舗企業の邸宅「アカガネリゾート京都東山1925」
・3000坪の敷地に佇む文化財指定迎賓館「神戸迎賓館 旧西尾邸」
・伝統的建造物認定の白亜の洋館「北野異人館旧レイン邸」
・世界的建築家のデザイナーズゲストハウス「ザ・ヒルサイド神戸」
・銀座にてスイートクラスのおもてなしを提供するウエディング空間「ザ・スイート銀座」
・竹田城の麓でゆっくりくつろげる宿泊施設「竹田城下町 旧木村酒造場 EN」
・石川は白峰の温泉宿「ホテル八鵬」

■アクセス
・住所：〒530-0011大阪府大阪市北区大深町4-20グランフロント大阪タワーA17F

・交通：JR大阪駅より徒歩3分・阪急梅田駅より徒歩５分・阪神梅田駅より徒歩５分
・地下鉄御堂筋線梅田駅より徒歩５分・地下鉄四ツ橋線西梅田駅より徒歩5分

■事業内容：ウエディング、パーティ、レストラン、宿泊
・ホームページ：http://www.vmc.co.jp


